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１
月
も
中
旬
を
過
ぎ
、
中
小
業

者
に
と
っ
て
頭
の
痛
い
「確
定
申

告
」
の
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。 

領
収
書
や
請
求
書
な
ど
の
整

理
、
売
上
や
仕
入
、
そ
の
他
の
経

費
な
ど
の
集
計
は
で
き
て
い
ま

す
か
？ 

医
療
費
控
除
が
変
わ
り
ま
す 

今
年
の
確
定
申
告
か
ら
「医
療

費
控
除
の
明
細
書
」
ま
た
は

「セ

ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制

の
明
細
書
」
の
添
付
が
必
要
と
な

り
、
領
収
書
の
添
付
は
不
要
と
な

り
ま
し
た
。 

た
だ
し
、
領
収
書
は
５
年
間
、

自
宅
で
保
管
が
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

市
町
村
や
各
種
健
康
保
険
組

合
か
ら

「医
療
費
控
除
の
明
細

書
」
が
届
き
ま
す
の
で
、
失
く
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

申
告
学
習
会
に
参
加
を
!! 

 

名
古
屋
北
部
民
商
で
は
、
下
記

の
通
り
、
所
得
税
と
消
費
税
の
申

 

１
月
14

日(

日)

「安
倍
９
条

改
憲
NO

！
北
区
市
民
ア
ク
シ
ョ

ン
キ
ッ
ク
オ
フ
集
会
」
が
、
名
古

屋
市
北
区
ス
ポ
ー
ツ
会
館
で
開

催
さ
れ
、
会
場
い
っ
ぱ
い
の
100

人
以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。 

名
古
屋
北
法
律
事
務
所
の
長

谷
川

一
裕
弁
護
士
が
「改
め
て
憲

法
９
条
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
」
と
題
し
て
講
演
。 

「
『
武
力
に
よ
ら
な
い
平
和
』

を
か
か
げ
た
憲
法
、
戦
後
、
日
本

が
平
和
国
家
と
し
て
発
展
し
、
国

際
社
会
に
迎
え
ら
れ
、
経
済
的
な

発
展
を
歩
む
こ
と
が
で
き
た
イ

ン
フ
ラ
と
し
て
機
能
し
た
」
と
語

り
、
憲
法
９
条

へ
自
衛
隊
の
条
項

を
付
け
加
え
る
問
題
に
つ
い
て

「最
終
的
に
は
時
の
権
力
に
よ

る
。
安
倍
改
憲
で
は
９
条
１
項
、

２
項
の
削
除
に
等
し
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。 

講
演
後
は
数
人
の
方
か
ら
活

動
報
告
。
11

月
５
日
か
ら
毎
日

署
名
行
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

女
性
の
グ
ル
ー
プ
や
、
若
い
保
育

士
さ
ん
が
発
言
。 

保
育
士
さ
ん
の
手
作
り
紙
芝

居
が
と
て
も
良
か
っ
た
の
で
、
１

組
500
円
で
購
入
し
ま
し
た
。 

婦
人
部
な
ど
で
活
用
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
憲
法
を
変
え
る
の

で
は
な
く
、
憲
法
を
生
か
す
政
治

に
。 

 

「３
千
万
人
署
名
」
を
民
商
で

は
１
会
員
10

人
分
を
目
標
に
集

め
ま
す
。
周
り
の
人
に
署
名
を
広

げ
ま
し
ょ
う
。 

 

 

告
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
役
員

は
も
ち
ろ
ん
、
会
員
の
み
な
さ
ん

も
参
加
し
ま
し
ょ
う
。 

所
得
税
申
告
学
習
会 

日
時

：
２
月
６
日

（火
） 

 
 
 
 

夜
７
時
30
分
～ 

消
費
税
申
告
学
習
会 

日
時

：
２
月
14

日

（水
） 

 
 
 
 

夜
７
時
30
分
～ 

 

会
場
は
、
い
ず
れ
も
名
古
屋
北

部
民
商

・
３
階
で
す
。 

 

筆
記
用
具
、
電
卓
を
ご
持
参
下

さ
い
。 

新春全県事務局員会議に伴う 

事務局不在のお知らせ 
 

 １月 23 日 （火）は「全県事務局員会
議」のため、終日、事務局員は『不在』
となります。ご了承ください。 
  

 １月 12 日（金）、岡山・倉敷民商事務局員の禰屋町子さん

に対する税理士法違反・法人税法違反ほう助事件について、広

島高裁・岡山支部は岡山地裁判決を『破棄』し、差し戻す判決

を言い渡しました。 

 愛知県下の民商はいち早く「支援する会」を結成し、署名や

要請ハガキ、カンパなどに取り組み「必ず『無罪』を!!」と、

運動を広げてきました。 

 高裁判決では「申告納税権が憲法上保障されているものでな

いことは明らか」とした地裁判決を取り消しました。 

助け合いの自主計算・自主申告運動をいっそう強め、民商会

員と商工新聞読者を増やし、組織を大きくすることが、税務当

局への一番の反撃です。 

引き続き、『無罪』判決を出させるため、署名や要請ハガキ、

カンパなど、支援をお願いします。 


